
 

＜概要＞
  核燃料サイクル開発機構、東海事業所（現日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究

所）再処理施設における、1978年度から2002年度における放射線業務従事者の平均被ばく線量
は、各年度とも「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に基づく線量限度を
下回っていた。

＜更新年月＞ 
2004年05月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  核燃料サイクル開発機構（旧、動力炉・核燃料開発事業団（現日本原子力研究開発機構）また

は旧、動燃：1998年10月1日核燃料サイクル開発機構に改組）の東海事業所再処理施設において
は、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に基づき、作業に従事する者の
被ばく線量が同法に基づく告示に定める線量（1960年告示：許容線量3レム/3月、5レム/年、1989
年告示：線量限度50ミリシーベルト/年、1レム＝10ミリシーベルト、現在はICRP1990年勧告を受
けて法改正、2001年4月施行：線量限度100ミリシーベルト/5年、ただし1年間50ミリシーベルト
以下）を超えないように管理することが義務付けられている。表１-１は1978年度から1988年
度、表１-２は1989年度から1998年度、表１-３は1999年度〜2002年度までにおける放射線管理報
告書に基づき被ばく線量を一覧表にまとめたものである。取りまとめた結果、再処理施設におけ
る1978年度〜2002年度の放射線業務従事者の被ばく実績は、全年度とも線量限度を下回ってい
た。

  表の見方は以下の通りである。
  1）「自社員」、「社員」は当該事業所の職員および研修員等を表し、「自社員外」、「その

他」は請負業者を表す。
  2）「総被ばく線量」については、「自社員」、「社員」それぞれの項目について小数点以下第

一位を四捨五入して集計した。したがって、一部で「自社員」、「社員」と「自社員外」、「そ
の他」との和が一致しないものがあるが、これは集計上の誤差である。

  3）平均被ばく線量については、表１−１では小数点以下第三位を四捨五入して、表１-２、表
１-３では小数点以下第二位を四捨五入して集計した。

＜関連タイトル＞
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 動力炉・核燃料開発事業団（PNC） (13-02-01-12)
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